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労働法は私たちの味有 学習交流会
日
立
リ
ス
ト
ラ
茨
城
対
策
会

議
は
４
月
３
日
（土
）
、
ひ
た
ち

な
か
市

の
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
勝
田

で

「労
働
法
は
私
た
ち
の
味
方
」

を
テ
ー

マ
に
学
習
交
流
会
を
開

き
３８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ

つ
を
行

っ
た

大
内
健
次
代
表
委
員
は

「
日
立

制
作
所
の
事
業
構
造
改
革

『
選

択
と
集
中
』

の
施
策
に
よ
る
子

会
社
の
売
却
と
人
員
削
減
か
ら
、

一雇
用
と
地
域
経
済
を
守
る

『
日

立
リ
ス
ト
ラ
茨
城
対
策
会
議
』

を
立
ち
上
げ
た
。
職
場
と
地
域

か
ら
声
を
上
げ
大
き
な
運
動
に

し
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

日
本
共
産
党

の
宇
田
貴
子
ひ

た
ち
な
か
市
議
と
千
葉
達
夫
日

立
市
議
が
連
帯
あ
い
さ

つ
を
し

ま
し
た
。

労
働
者
の
権
利
を
学
び

職
場
と
地
域
を
変
え
て
ほ
し
い

地
元
日
立
市
に
戻
り
活
動
さ

れ
て
い
る
、
う
ぶ
す
な
法
律
事

務
所
の
飯
田
美
弥
子
弁
護
士
が

「労
働
法
」
に

つ
い
て
自
身
が

関
わ

っ
た
労
働
争
議
の
経
験
も

含
め

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
講
演

し
ま
し
た
。

飯
田
弁
護
士
は
、
社
会

の
発

展
と
と
も
に
誕
生
し
た
労
働
者

の
定
義
に
始
ま
り
、
資
本
主
義

社
会
で
の
矛
盾
と
闘
い
の
な
か

か
ら
生
ま
れ
た

「
労
働
者
を
保

護
す
る
た
め
の
法
律
」
が

「労

働
法
」
だ
と
し
て
、

「労
働
法

の
学
習
を
通
じ
て
労
働
者
に
は

自
分
を
守
る
術
を
知

っ
て
欲
し

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

労
働
基
準
法
は
労
働
条
件
に

つ
い
て

「
人
た
る
に
値
す
る
生

活
を
営
む
た
め
の
必
要
を
充
た

す
べ
き
も
の
」
と
定
め
て
い
る
。

最
近
で
は

「多
様
な
働
き
方
」

な
ど
と
称
し
て
脱
法
的
な
不
利

益
変
更
が
横
行
し
て
い
る
と
し

て
、
求
人
票
の
保
存
や
勤
務
時

間
を
記
録
す
る
業
務
内
容
日
誌

な
ど

「使
用
者
任
せ
に
し
な
い

知
識
を
も

つ
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
、

「働
く
現
場

の
実
態
を
法

律
に
近
づ
け
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。

４
月
３
日

（
土
）

講
演
す
る
飯

田
弁
護
士

（右
端
）

さ
ら
に
、
ジ

エ
ン
ダ
ー
平
等

と
均
等
待
遇
の
問
題
で
も
実
例

を
も
と
に
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
し
た
。

飯
田
弁
護
士
は

「労
働
者

の

権
利
を
守
る
に
は
、
労
働
者
自

身
が
不
断
の
努
力
に
よ

っ
て
、

こ
れ
を
保
持
す
る
こ
と
が
と
て

も
大
事
。
労
働
者
自
身
が
怒
り

を
持

っ
て
立
ち
上
が
り
仲
間
と

と
も
に
連
帯
し
て
、
権
利
を
学

び
な
が
ら
力
を

つ
け
、
職
場
と

地
域
を
変
え
て
ほ
し
い
」
と
講

演
を
結
び
ま
し
た
。

労
働
法
は
本
当
に
力
に
な
る

会
場
か
ら
の

「
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
の
有
給
休
暇
は
？
」

「出

来
高
払
い
の
給
与

。
賃
金
は
？
」

「
フ
ル
タ
イ
ム
で
な
い
労
働
条

件

の
提

示
を
受
け
た
ら

？
」

翌
雇
用
条
件

の
不
利
益
変
更
を

求
め
ら
れ
た
ら
？
」
な
ど
の
質

問
が
だ
さ
れ
、
飯
田
弁
護
士
は

丁
寧
に
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
女
性
は

「若
い
時

に
労
働
法
を
知

っ
て
い
れ
ば
良

か

つ
た
」

「法
律
を
知

っ
て
い

る
こ
と
が
働
く
う
え
で
は
、
本

当
に
力
に
な
る
と
思

つ
た
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。

最
後
に
馬
場
豊
彦
事
務
局
長

は
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告
と

支
援

の
お
願
い
、
入
会

の
訴
え

を
行
い
ま
し
た
。

パ
ー
ト
２
を
６
月
に
企
画

今
回
の
学
習
交
流
会
は
、
飯

田
弁
護
士
の
分
り
や
す
い
講
演

や
会
場
か
ら
の
多
数

の
質
問
、

開
会
あ
い
さ

つ
と
閉
会

の
あ
い

さ

つ
を
現
職

の
若
手
労
働
者
が

職
場
状
況
や
職
場
労
働
者

の
動

向
も
含
め
て
行
わ
れ
、

「労
働

法
と
現
場
の
実
情
が
か
み
あ
い
、

大
変
わ
か
り
や
す
か

っ
た
」
と

好
評
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

対
策
会
議
で
は
、
飯
田
美
弥

子
弁
護
士
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、

「労
働
法
は
私
た
ち
の
味

方
」
パ
ー
ト
２
を
６
月
２０
日
（日
）

に
日
立
市
内
で
開
催
す
る
こ
と

を
決
め
て
い
ま
す
。

（茨
城
支
部
書
記
長

堀
啓

一
）
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コ
ロ
十
危
機
か
ら

命

雇
用

生
活
を
守
れ

第
９２
回
メ
ー
テ
ー

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
い
の
ち
と
雇

用
、
く
ら
し
を
守
り
、
政
治

の

転
換
を
実
現
し
よ
う
と
５
月
１

日

（土
）
、
第
９２
回
メ
ー
デ
ー

が
全
国
各
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大

の
も
と
で
、
集
会

・
デ

モ

行
進

の
縮
小
や
中
止
な
ど
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
な
ど
を
活
用
し
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

８
時
間
働
け
ば
誰
も
が

人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
を

中
央
メ
ー

デ
ー
は
、
代

々
木

公
園
野
外

ス
テ
ー
ジ
に
役
員
や

ス
タ

ッ
フ
が
参
加
し
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ

つ
、
激
励
あ

い
さ

つ
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
実

行
委
員
会
か
ら
の
連
帯
あ

い
さ

つ
、
団
体
決
意
表
明
、
メ
ー
デ
ー

宣
言
案

の
提
案

・
採
択
な
ど
が

順
次
に
行
わ
れ
、
福
島
県
と
広

島
県
の
メ
ー
デ
ー
会
場
を
中
継

し
ま
し
た

（模
様
は
全
労
連

の

Ｈ
Ｐ
か
ら
視
聴
で
き
ま
す
）
。

主
催
者
あ

い
さ

つ
を
行

っ
た

中
央
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会

の

小
畑
雅
子
代
表
委
員
は
、　
コ
ロ

ナ
禍
で
医
療

。
公
衆
衛
生
の
ひ
っ

迫

・
崩
壊
し
て
い
る
こ
と
、
女

性
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
に
矛

盾
が
集
中
し
て
い
る
状
況
と
そ

れ
ら
の
原
因
を
述
べ
、

「格
差

を
な
く
し
、
８
時
間
働
け
ば
誰

も
が
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
公

正
な
社
会
を
実
現
し
よ
う
」
と

５
月
１
日

（土
）

主
催
者
あ
い
さ
つ
す
る
小
畑
代
表
委
員

と
人
権
に
関
す
る
行
動
計
画

（Ｎ

ｏ
圏
―
器
Ｓ
）
」
の
施
策
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
た
。
外
務
省
は
、

「企
業
に
対
し
、
企
業
活
動
に

お
け
る
人
権

へ
の
特
定
、
予
防

・

軽
減
、
対
処
、
情
報
共
有
を
行

ンつ
ゝ
し
ヽ
す
な
わ
ち
、
人
権
デ
ュ
ー
・

デ

イ
リ
ジ

エ
ン
ス
の
導
入
促
進

へ
の
期
待
が
表
明
」
し
て
い
る

と
回
答
し
た
。

外
務
省
は
４
月
２３
日
、

「
ビ

呼
び
か
け
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
こ
そ
連
帯
と
団
結
を

各
地
の
メ
ー
デ
ー

群
馬
高
崎
市

・
西
毛
メ
ー
デ
ー

は
高
崎
市
シ
テ
イ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
１
０
０
人
の
参
加
で
開
催
。

群
馬
支
部
は
電
機
の
リ
ス
ト
ラ

状
況
を
報
告
。

群
馬
中
央
メ
ー
デ
ー
は
、
前

橋
中
央
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
１
５

０
人
の
参
加

で
開
催
し
、
集
会

後
は
デ
モ
行
進
。

埼
玉
本
庄

口
児
玉
メ
ー
デ
ー

は
約
５０
人
で
開
催
。
沖
電
気

の

職
場
を
明
る
く
す
る
会

の
真
喜

志
ふ
く
み
支
部
長
は
報
告
。
集

会
後
は
パ
レ
ー
ド
。

埼
玉

・
南
部
地
域
メ
ー
デ
ー

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
。
視
聴

は
１
３
２
名
。

東
京

口
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
は
、

北
多
摩
西
教
育
会
館
大
会
議
室

で
６‐
名
の
参
加
で
開
催
。
リ
モ
ー

ト
視
聴
は
２
０
３
人
。

神
奈
川
メ
ー
デ
ー
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
配
信
。
桜
木
町
駅
前

で

の
ス
タ
ン
デ

イ
ン
グ
行
動
に
は

約
９０
人
が
参
加
し
、
各
団
体
が

リ
レ
ー
ト
ー
ク
。

愛
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
は
、

１
０
０
０
人
が
参
加

で
開
催
。

愛
知
支
部
の
組
合
員
も
参
加
。

茨
城
中
央
水
戸
メ
ー
デ
ー
は
、

Ｊ
Ｒ
水
戸
駅
北

口
で
約
５０
人
の

参
加
で
開
催
。
大
内
健

一
執
行

委
員
長
が
日
立

の
リ

ス
ト
ラ
経

営
と

ユ
ニ
オ
ン
の
取
り
組
み
を

報
告
。

ビ
ジ
ネ
ス
こ
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
を
読
み
活
用
し
よ
う

米
田
委
員
長
メ

ッ
セ
‥
ジ
リ

コ
ロ
ナ
禍
で
人
員
削
減
を
中

心
と
す
る
リ

ス
ト
ラ
策
が
止
ま

ら
な
い
。

３
月
２６
日
に
行
わ
れ
た
第
７

回
日
の
全
労
連
、
東
京
地
評
、

電
機

。
情
報

ユ
ニ
オ
ン
の
共
同

省
庁
要
請
行
動
Ｔ
一者
共
同
行
動
）

で
厚
労
省
、
経
産
省
、
法
務
省
、

外
務
省
に
対
し
、
組
合
員
は
人

権
無
視

の

「追

い
出
し
部
屋
」

の
存
在
を
次
々
に
告
発
し
た
。

電
機

・
情
報

ユ
ニ
オ
ン
は
組

合
活
動
で
国
際
労
働
基
準

の
遵

守
を
求
め
、
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル

・

コ
ン
パ
ク
ト
、
社
会
的
責
任
に

関
す
る
国
際
規
格
易
８
８
８

、

国
連

「
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
に
関

す
る
指
導
原
則
」

（指
導
原
則
）

を
活
用
し
て
い
る
。

三
者
共
同
行
動
で
は
、

２
０

２
０
年
１０
月
１６
日
付
で
外
務
省

か
ら
発
表
さ
れ
た

「
ビ
ジ
ネ

ス

ジ
ネ

ス
と
人
権
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」
を
立
ち
上
げ

て
い
る
。

「
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」

（外
務
省
Ｈ
Ｐ
）

で
検
索
し
、

「
関
連
リ
ン
ク
」

を
ク
リ
ツ
ク
。

「
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
に
関
す

る
指
導
原
則

¨
国
連

「保
護
、

尊
重
及
び
救
済
」
枠
組
み
の
実

施
」

（
Ｓ

二

年
）

の

「
解
説

（国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー
）
」

を
ク
リ

ツ
ク
す
れ
ば

「指
導
原

則
」
の
全
文
を
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

職
場
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


